
旭ヶ丘キリストの教会
主 日 礼 拝 順 序

２ ０ ２ ２ 年 １ ２ 月 ２ ５ 日
司 会 ： 千 田 俊 昭
奏楽：千田祥子

黙 祷 一 同

讃 美※ 讃 美 歌 1 0 6 「 荒 野 の 果 て に 」 一 同

主の 祈 り※ （ 聖 歌 表 扉 ま た は 讃 美 歌 564番 を ご 覧 く だ さ い ）

讃 美 讃 美 歌 1 0 9 「 き よ し こ の 夜 」 一 同

教会 学 校 「 最 初 の ク リ ス マ ス 」 牧 師

讃 美 讃 美 歌 1 1 9 「 羊 は 眠 れ り 」 一 同

聖書 朗 読 イザヤ９：２－７

奨 励 クリスマス・メッセージ 牧 師

主 題 「暗闇から光へ」

讃 美 讃 美 歌 1 1 2 「 諸 人 こ ぞ り て 」 一 同

献 金 献金 と 感謝 の 祈 り

聖 餐

頌 栄※ 讃 美 歌 10 9「 き よ し こ の 夜 」 ( 3 ) 一 同

祝 祷※ 牧 師

来週 の 箇所 新年メッセージ
※ 印 の と こ ろ で は 御 起 立 下 さ い 。

☆ は じ め て 集 会 に お い で の 皆 様 。 心 か ら 喜 び 、 感 謝 し て お 迎 え 申 し あ げ ま す 。
し か し 、 初 め て の 方 に 無 理 な 勧 誘 を す る よ う な こ と は 、 一 切 い た し ま せ ん 。
む し ろ 、 そ っ と し て お き た い と 思 う わ け で す 。 そ の 態 度 を 冷 淡 や 不 親 切 と
誤 解 な さ ら な い で 下 さ い 。

☆ 私 た ち は 何 派 に も 属 さ な い ク リ ス チ ャ ン 個 人 の 自 由 な 交 わ り の 教 会 で す 。
聖 書 を 学 び 、 キ リ ス ト に 信 頼 し 、 キ リ ス ト が 与 え て く だ さ る 神 の 義 を 何 よ り
大 事 に し 、 信 じ る 者 同 志 が 兄 弟 姉 妹 と し て 受 け 入 れ 合 う 群 れ で す 。

☆ 献 金 は 神 へ の 感 謝 と し て 、 各 自 が 自 由 意 志 で 行 う も の で す （ ２ ｺﾘﾝﾄ9:7）。
入 り 口 に 献 金 箱 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

☆ キ リ ス ト 教 に つ い て 、 あ る い は ど ん な 質 問 で も 、 い つ で も 遠 慮 な く 牧 師 に
ご 相 談 下 さ い 。

☆ 第 二 礼拝後、軽食を用意してありますので、お時間のある方はどなたでも、
ご 自 由 に お 召 し 上 が り 下 さ い 。

☆ 二 階 に 教 会 図 書 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

旭 ヶ 丘 キ リ ス ト の 教 会 ニ ュ ー ス

《 今 週 の 歩 み 》
12/25(日 )ク リ ス マ ス 礼 拝

/26(月 )
/27(火 )
/28(水 )
/29(木 )
/30(金 )
/31(土 )

１ /１ (日 )新 年 礼 拝
《 祈 り の 課 題 》

① 御 子 イ エ ス の 御 降 誕 へ の 感 謝
② コ ロ ナ 禍 の 終 息 と リ バ イ バ ル の た め に
③ 教 会 学 校 の 子 供 た ち が 救 わ れ ま す よ う に

良 書 ハイ ラ イ ト 「 ヘ ン デ ルの メサ イ ア 」
（ チ ャ ペ ル タ イ ム ス 編 「 ク リ ス マ ス を あ な た に 」 よ り ）

ヘ ン デ ル は 16 8 5年 ド イ ツ に 生 ま れ た が 、 よ く 海 外 を ま わ り 、 つ い に イ ギ リ ス

に 帰 化 し た 。 多 く の オ ペ ラ や 受 難 曲 を 書 き 、 特 に ロ ン ド ン で の オ ペ ラ 上 演 は

大 成 功 を 収 め て 、 女王アンに認められるところとな り 、王室付作曲官となっ た 。

し か し 強 敵 が 現 れ 更 に 貴 族 達 の 反 対 に も 遭 い 、 彼 の 劇 団 経 営 は 窮 地 に 陥

り 、 何 度 か 破 産 を 繰 り 返 し 債 務 を 負 う 身 と な っ て し ま っ た 。 そ の 上 、 中 風 で

倒れ 、 病 苦 と の 闘 い も あ っ た 。

ヘ ン デ ル が 苦 悩 の ど ん 底 に あ っ た と き 、 友 情 を 失 わ ず 、 彼 の た め に 詩 を

送 り 続 け て い た の が 文 学 者 ジ ン ネ ン ス で あ っ た 。 彼 は 聖 書 か ら 壮 大 な 神 の

人類救済 の計画 を示す 御言葉 を引用 、 そ れが 「 メ サ イ ア 」 と な っ た 。

そ れ は 三 部 か ら な る 。 第 一 部 は 「 わ が 民 を 慰 め よ 」 か ら 始 ま る キ リ ス ト の

預 言 と 来 臨 。 第 二 部 は 「 見 よ 、 罪 を 除 く 神 の 子 羊 」 で 始 ま る 受 難 ・ 復 活 ・ 昇

天 、 そ し て 有 名 な 「 ハ レ ル ヤ ・ コ ー ラ ス 」 で 終 わ る 。 第 三 部 は 信 者 の 復 活 と

王座 に つ く 勝 利 の キ リ ス ト 。

こ の ジ ン ネ ン ス の 詩 を 読 ん だ ヘ ン デ ル は 病後 の 衰弱 と 全 て の行 き 詰 ま り

の 中 で 、 自 分 の 体 内 に 何 か 大 き な 力 が 湧 き 起 こ る の を 感 じ た 。 作 曲 を 始

め た 彼 の 心 の 内 に 、 や が て ハ レ ル ヤ の 大 合 唱 が 鳴 り 響 き 、 つ い に 名 作 「 メ

サ イ ア 」 は 生 ま れ た 。 演 奏 に 三 時 間 は か か る 大 作 を 、 彼 は 睡 眠 を 削 り 、 ろ く

に 食 事 を と ら ず 、 わ ず か 24日 間 で 書 き 上 げ た 。 1 7 4 1年 ８ 月 2 2日 の こ と で あ

る 。 そ の 時 、 食 事 を 運 ん で き た 召 使 い は 、 力 を 出 し 切 っ て 床 に こ ろ が り 、 死

ん だ よ う に 眠 る ヘ ン デ ル を 見 た と い う 。

「 『 メ サ イ ア 』 は 失 意 の ど ん 底 に 沈 ん で い た 彼 自 身 の 『 救 い 主 』 と な っ た
と も 言 え る 。 ヘ ン デ ル が こ の 曲 の 演 奏 に よ る 利 益 は 全 部 、 孤 児 院 に 捧 げ る
と 声 明 し た こ と も 、 そ れ を裏書 き し て い る 。 ヘ ンデルが涙で書いたか ら こ そ 、
我 々 の 胸 を 打 つ 」 （ 中 田 羽 後 ） 。 事 実 、 ヘ ン デ ル は 1 7 5 0年 以 降 、 召 さ れ る ま
で ロ ン ド ン の 孤 児院 の た め 「 メ サ イ ア 」 の 定 期 演奏会 を開 い て い た 。


